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例ロ

1 本書は，昭和55年6月16日～ 7月19EIにかけて実施した札幌市臼石悩厄別町小野幌14番13,51, 

56, 91！こある王「が動産株式会社の宅地造成予定地内：こ｛翌:;.:, S 153遺鱈の発掘閾査報告書、アあ

る。

2 発掘訓査は，札l祝市教育委員会文化諜文化財保護係の加藤邦雄，ート△野梵ー，羽買憲二の 3名が

当っだ，

3 本書の執筆は， 1:記3名のほか田村℃智子が分担している。

1 発オ屈』叩閉こぱ， 卜記の人々う；•従事しだ 田部 1「;iヤ i甫口 嘆，呈氏ll之，田村店智子，的谷幸

男，木広智裕，山l] 清，札幌大学‘予生ほか。

5 挿図作図．浄内は，田村-Lげ子，岡lll知子，椛地桂子、野莉恵美子．）：野ひヌ）み，加蒋和代，

朝日征行，浦「］ 護，高介芦男，末広智裕らか臼った。

6 発掘凋査，整押において 1情出の人々より助言と協力を賜）た。

大坦和j夫

北渾直教育庁文化課

北海消開拓記念館ほか

7 発掘闘査，整即作業， 7杖告書出版ごついては，玉子不動1)社株式会社の協力かあったことを記し，

感州の意を表する次第である。
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凡 例

(1) 第 1図は，国土地理院発行の25,000分の 1地形

図， 「札幌東部」を使用したものである。

(2) 挿図の土壊，溝状遺構実測図縮尺は20分の 1'

竪穴住居址実測図縮尺40分の 1' 石器実測図縮

尺2分の 1, 3分の 1'土器拓影図3分の 1。

(3) 遺構の平面図および断面図にかけた斜めのスク

リーンは，攪乱層（含耕作士層）を示し，また

黒の丸点は土器 (P番号），白抜きの丸点は石

僻．剥片・礫 (S番号）を指す。

(4) 第 1, 3表の石器一覧表の石貨略号は，以下の

通りである。

Ob. (Obsidian)：黒耀石， ILS. (Hard shale): 

硬質頁岩， Sa.(Sand stone)：砂岩，Gre,-mu. 

(Green mud stone)：緑色泥岩，And.(Andesite) 

：安山岩

また，計測値の内（ ）でくく）たものは欠捐

していることをぷしている 0
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第1章 発掘調査に至る経過

木書に報告する S1，勺ふ遺跡は，凡幌市か督工業団地と造成するにあた）ご昭和48,49年の 2ヶ年

にわたり調査を実施した地区の隣接地である。

昭和48,49年の調査では，縄文時代早期から擦文砕代の墓堺群及びT l’I卜と叶は訊る陥［パ群

心ど約800flb]を越える発見があった。

昭和55年，前回発掘凋査を実施した北側の隣接地か王子不動屹株式会社によって開発されろこと

ピなり事加協』義が虔））だ。前迂しりよう iこ間発予定地が，前回兌揺調査な実施した地域から数l()mし

か離れていない北側であり埋蔵文化財包蔵地の範囲に含まれるごとは，間違いのないことと思われ

試掘調査を巽施しだ

試掘調育の結果，縄文時代中間の土料，石器， 1；（6し穴，墓堀作の存在か明白となり，取り扱いに

ついて秤々協議を車ねた。開発行為者側からは， m地の使用形態，固間の開発による道路計訓どの
調整等因難な問題かあり，現状謀存：ょィヽ可能であるとの意向かぷされた，｝その意向を受けて検吋し

た教育委員会とし（も，遺跡の七イ本部は，前囲の関査で，ほは凋査を完［しており，今回の間発予

定地：こ貪まれる部分が遺跡の北喘：こ当心ことか G, 発掲調査を実施することも，やむを得ないと判断

するところとなった，）

遺跡の存在する地域は，吊くから農地として耕作されていだこと， ；『［は農地整備のだいし，＇）削平

が行なわれるなと必ずしも良好な状態［ばなか＇）た。しかし，調査の結果は，仕届跡，墓堀，陥し

穴なとか発見され，当初の見込み通りの成果を学けることかできた。 （加藤 邦椎）

，
 



第2章 遺跡の位猶と環境（第1図，図版1A) 

本遺跡の今次発掘地点は，札幌市白石区厚別町小野幌14番地にあり，国道12号線と市道試験場線

とが交叉する南西側に位買している。 S153遺跡全体からみるとその北側部分に相当するが，昭和

48, 49年度の謁l査地域（加藤編1976) との間には浅い小谷が入っている。

S 153遺跡は，旧豊平川の支流である「野津幌）ii」と「小野津幌川」によって解析された，ほぼ

北側に向ってせり出す丘陵上にあり野津幌川の右彫に立地している。同岸沿いには， S308（縄文早

期ほか），S237（縄文早期：羽賀1976),S 331, S 318遺跡（岩崎・宇田川・河野ほか1963) などの遺跡

がある。

第2図に示した地形図は，昭和48年頃の地形図をベースにしてそれに現況の遺跨，建物を追加し

たものである。昭和48,49年度調査地点は，東から北に向って喰い込む小谷を取り込んで，約10,0

00面の広さを調査したものである。標高ぱ26.5~29mである。今次調査地点は，その北北西側の標

高25.5~26mの所で，南南東側には，浅い谷が入っているの （上野 秀一）
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第2図 5153遺跡付近地形図(2){ 1 : 2, 000) 
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第 3章 発掘調査の方法と層準

今回の開発予定地四

の総面積は， 10,095m2 

“であ-．）だが， 訊オ屈調査

の結果遺物・遺構か

検出されだの：土．区域

内の南側約 2,100m的

あった

グリ、Iドは，甚準線

を南（恥f)ほ，i北東ー南

西方向の敷地境界線に

おき， lOXlUrnの大ぎ

さで組んでいる（第 3

図） （＇） 

最終的な発掘総而伯

は， 21グリ j ド，約2,

044rn2であら

逍跡の現状は，畑地

で， 表土下2(）~30cmま

では耕作」Mであるり

そり下は， ＇府褐色枯上

駁ないし黄褐色砂闘士

f村が直接叫を出'-¥―い

る）

なお， 発掘区しり l列

におしヽ て， 2か所浅し‘

i／□大の治ち込みかあっ
た，・, (|：野灼→）
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第4箪 遺 構

今次発掘地点からは，竪六住居址 1軒，土壊5桔，溝状遺構2基がみつかっている。これらは，

発掘区の南側に入る浅い小谷沿いに分布している。

(1) t 墳（第 4~6図第17I双］50，図版 1B~ 7) 

第 1号ピット （第4図，第5図，図版 1B, 4 8-1 ~ 3) 

A-I 区＇，〗発見されたも 'sf) ー？，確認面で ('s) 大きさは67X66cm, 深さは14cmで，不整円形を呈して

切と

0 - I 
A_____/ I /-'fl--/-

A-

A 

27.300m B 

\--—上一ーニフ
2 

-¥-- て ー

9-B 
A 

A 

コ

一且

5
 A 

A II 
27Joom c A 27JoomB----- II A 

3~二三三灯4°｀一50Cm 5153遺跡 ('80) ピット実測図

(1・．第 1号ピット， 2:第2号ピット， 3:第3号ピット， 4:第5号ピット， 5:第4号ピット）
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しヽる。駆面は，南側は直線的な立ち上がりを見せるが，北に向かうにつれて，少しずゾゆるやかな

傾きになっている。底面は，東側が若干低くなっているが，ほぼ平坦である。

層準を示すと，次の通り。

第I層：黒褐色上層（炭粒が入る）。

第II層：茶褐色土層 I炭粒が若干入る）

第III層：暗褐色土層。

第N層：暗黄褐色枯質土層（大粒の炭粒が所々 iこ人る）。

第V層：黄褐色粘質十層（乾くと細かなクラックが入る） ｝ 

なお，第I~III層は，全体に砂っぽい（屁合層である。

遺物は，南側の壁際から，原石面を 1面だけ残し，あとは切断（あるいは欠損）された大きさ18

Xllcm, 厚さ 12cm の石皿~ （第 5図3:S-10) と，硬質頁府の原石を半歓した礫 (S-11) が壊底面

について南側から出上した。なお， S-1 ～ s -9は，閃＿l:中出土の黒耀石の削片 (S-1, 2, 

5, 6, 8, 9)，緑色泥岩の削片 (S-3, 4)，安山岩の礫破片 (S-7) である。 P-1は，

覆土中出上の土器の細片で特徴は明確でない，，また第 5図1, 2は覆土中出土の石器の破片であ

る。

このピットの北東側で，不整楕円形をした，皿状の戊いピットが見つか）ているが，性格は不明

である c

石器（第5図1~ 3, 図版4B-1~3)

1は，里が町」製の縦長剥片び）a面両側禄：こ不規則な，い剥

離が並ぶ資料で，左側像はノッチ状にえぐれている。下端

は欠損。

2は，黒耀伍製の石鏃の先端と考えられるものである。

素材は縦長泉[l}ヤで，調整剥湖はa面両側禄とb面左側縁しか

入っていない。製作途中で欠損した資料の可能性もある。

3は，安山岩製の石皿の破片である。厚さは12cmあるが，

図示しなかった下底面は表皮が剥脱しているり

（上野秀一）

第2号ピット（第4図2' 図版2A) 

A-II区にあり，確認面での平面形は69X6lcmで，深さ

は8cm。長軸方向は南ー北で，不整円形を呈し，底面は，

中央部がやや窪んでいる。壁面は，全体的にゆるやかな傾

斜をもって立ち上がっ＼ァいる c

層準に 1層確認されだのみである

第l層：暗黒褐色上層（黒色十．と粘土の混合層で，サラ

内
l
員〔

（田村美智子）

企
]
2
ハ竺

5cm 

3
 

第5図 S153遺跡('80)第1号ピット

出土石器実測図
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サラしている）。

本ピットは浅いうえに，層も確認面の土層と非常に似ているため，本ピットの時期および性格は

明確にできない。

遺物は 1)）包含されていなか）た．） （田村美屈守）

第3号ピット（第4図3，第 6図，第17図50, 図版 28, 3A, 4B-4, 5A左）

B -II区にある。確認面での大きさは90X70cm, 形は不整楕円形で‘，深さは11.5cmと大きさの割

には浅い。長軸方向は南ー北。壁面は，南西側と北東側の一部が攪乱をうけているが，比較的直線

的な立ちあがりを見せている。壊底面は，ほぼ平坦。

層準は次の通り。

第I層：黒褐色土層（大粒の黄褐色の粘土粒を含む）。

第II層：黄褐色粘質土層（堅くしまっているが，若干の黒色士粒を含む）。

第m層：暗褐色土層（やや堅くしまっている）。
遺物は，西側の咄際から中央部へかけての確認面のレベルから後北C2式のほぼ一個体分の土器片

（第6図l~ 5, 1‘!IIt)又:)A) と東側から擦石（第171‘メl50) かみつかっている，本ヒノトは，上部が

削平されている叶能性か，切いと考えられるので，第6|‘又lの 1点昔は，墟底直上から出 I:したもので，

本ピソトに伴うと見(Lさし-)かえないだろう， （川村 ｝’：智子）

土器（第6図1~ 5) 

1 ~ 3, 5は，同一個体の破片と考えられる。文様

は，帯縄文と三角形の連続刺突文からなるもので，所

謂「後北C2式」である。 5は底部片。

4も，同種のI翡式の破片である。

色調は，赤褐色で，胎t中には比較的多くの砂粒を

含む。 （上野秀-)

石器（第17図50, 図版4B-4) 

第17図501よ，安山岩質の大型，扁平な河原石を用い

: ¥ ''  9, 

第6図 5153遺跡('80)第3号ピット出土土器

実測図

た一種の擦石である。図示面側の中央部を中心に，かなり鋭利なものによる直線的なひっ掻ぎ傷状

のものがある。 （上野 秀一）

第4号ピット（第4図5' 図版3B) 

B -N区にあったもので，確認面での形態は，不整惰円形で，大きさは89X67cm, 深さは24cmで

ある。長軸方向は東北東ー西南西。底面は平らである。壁面は， しっかりしており，直線的に立ち

上がるぃ

悩準をボすと，次の通りとなる。

第I層：暗黒褐色～茶褐色土層（黄褐色の土粒をかなり含み， しまっていない。黒色土と黄褐色

16 



上がまだら状に混り，色調が変化している）。

第II層：暗灰褐色土層（黒色土粒と炭粒を若干含み，やや堅くしまっている）。

第皿層：暗灰褐色粘質士層（堅くしまっている）。

第w層：暗黄術色枯質土）村（若干の炭粒を含む）い
地山は，

A層：黄褐色帖＇臼上層（ぐや，やわらかい） c

B層：黄術色枯土層。

遺物は，一切出土していない。

第5号ピット（第4閃4，図照4A)

（田村芙智子）

B -III区とN「メ．：こまだか，て存在する。形態は下整惰日）［刀を呈し，大ぎさは':5X62cmで，墟口，

壊底面とも，西から東へかけて低くなっている（）爪面の形は，南東側と南西側がf'i-t・・膨んでおり，

またその部分の咲面も，他と比べると，急な立 t,皮）がりとなっている。確認面かバ-V'）屎さ：よ14cm。

長軸方向は南南東ー北北占である。

層準は次の通り。

第I層：黒褐色～黄褐色土層（色調がまだら状に変化し， しまりがない），•

第II層：暗灰褐色土層（やや粘質があるが，若干黒褐色の土粒を含む）。

第III層：暗灰褐色粘質 LI情（若干の炭粒が入り，堅＜ 1主っている）。

地山は，

A層：黄褐色枯質土I怜（やややわらかい）。

B層：黄褐色枯質上憎

遺物は，全く出上していない。

(2) 溝状遺構（第7, 8図，図版5A) 

第 1号Tピット（第 7図，図版5A右）

（田村美智 f)

A-I区にあるもので，確認面での大きさは 315X83cmで長楕円形をしている。深さは96cmで，

壊底面から壊央部までは，かなり急な角度で立ちあか）ており，墟口部に近くなるにー）れて，ゆる

やかになっている。長軸方向は北東ー南西，長軸は地形の傾斜に対して，ほぼ直交して掘られてい

ふ壊底部に近い壁面では，長軸はほぼ同じ福で伸び，北東端部は，ゆるい曲線を描いて終結するが，

南東端部はかなりオーバーハングしている。壊底面ぱ，ほぼ平坦。堀央部の幅は，真中部分が他の

部分よりこころもち細めであるが，両端に向うにつれて，ややふくらみを持って行く。

層位は次の通り。

第I層：黒褐色」．1，ふ

第II層：暗褐色士層。

17 



第rn層：黄色砂
質＋層（プロ

ック状の固ま

りが入ってい

る）。

第w層：渇色上
層（やわらか

しヽ）。

第V層：黄褐色

砂質士質（汚

れていて，軟

質でホソボソ

している）。

第VI層：黒色t

層（サラサラ

している）。

第Vl1層：黄褐色

土層（砂っぽ

しヽ）。

なお，第VI層は，

{i機物を多く含ん

だ層，第N,V層は，

壁の崩落によって

流れ込んだもの，

さらに上部層の第

I ~m層は， 自然
堆積層である。

遺物は，一切出

上していない。

（田村美智子）

第2号T

ピット

（第8図，

図版5A左）

1n 

＞ 

d
B
 

怜一
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八
」
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一
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」

バ

ペ
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゜
5Ocm 

27.200m D
 

第7図 S153遺跡('80)第 1号Tピット実測図
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B -II区にあり，第 3号ピットと隣りあっている。長軸方向は東南東一西北西で，等高線と平行

している。平面形は塙11部では364X87cmと長惰円形てあるcただ西北西側は、南側の長1哺線が若干

へこんでいる。壊央部では，西南西の端部から中央部へかけてゆるやかにふくらみ，セクション・

ライン付近で糸lllくしまるが，東北東端へ向うにつれて広くなっている。渡底部も，セクシーJ ン・

ラインでこころもちくびれているが，全体にほぼ直すぐで，幅は狭く，すそすぼまりの形で端部へ

向う。なお，西北西側の端は，かなりオーバーハングしている。壊底IKiは，中央部あたり、がやや窪

んでおり，東北東間の方が西南西側より浅くなって［ヽるこまた壊口部に比べて，壊底面がかなり狭

くなっているため，唸面も堀央部までは，ほぼ垂直に近い立ちあがりを見せるが，その上は，ゆる

やかである。深さは 102cm。

層位を示すと次し「）通り。

第I層：黒褐色土層（サクサクしている）。

第II層：茶褐色土層（粘土粒が人る）。

第1II層：賠褐色粘質土層。

第1V層：暗褐色砂質土層(l)。

第V層：暗褐色砂質土暦(IT}（多量の有機物を含五，全体：こll音い）。

第VI層：暗茶術色土層（若 l70の有機物を含む），う

第Vil層：暗灰糾色火山阪質砂質土層。

第V,VI層は，有機物を多く含んだ層，第III,N層は，壁の崩落で流れ込んだ層，第I, II層は

自然堆積層である。

地山の層位は，

A層：黄褐色粘土層 (1~2cmの土粒の固まりが入る）。

B層：黄褐色粘質上層（火山灰質で炭粒を若T・合む）。

C層：褐色火山灰層（やや堅くしまっている）

D層：灰褐色火山灰｝州

遺物は出土していない。

(3) 竪穴住居址

B一代～V区で， 1車Iみつかっただけである

第 1号竪穴住居址（第 9~11図，図版 5B~7) 

（田村美智子）

本住居址は，灰黄褐色系統の砂質土層面（後迩する地山のA層）で清掃した時、（り、ぐ，黒褐色～暗

茶褐色の土層が2X3mの楕円形の範囲に分布していることから存在が確認されたものである。

最終的に掘り上がった平面形は，西側に項部がある不整の隅丸五角形に近い形状をとる。大きさ

は，長軸4.81m, 短軸4.25mで，長軸はN79°Eで，ほぼ東西方向といえるっ深さは，確認面から，

20 
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平均25cmである。

層堆積は，以下の通りでまる。

第Ia層：黒褐色十層（焦色土中に，炭と黄褐色の上粒を平均して含む層で，住I,1:l北の南東側に

分布する）。

第lb層：暗灰褐色士層（黄褐色と暗灰褐色の土粒と黒色土粒との混合層で，住居址の中央部に狭

い範囲にマウンド状にある）。

第le層：暗茶褐色土舟｝ （性状は，第Ia層と同様の層で，若干の炭粒を含み， 比較的廿クサク

している。 1主届址中央け近の北西側に分布す心）。

第IIa層．・暗灰褐色土！位(l)（性状は，

~C層を取りUIlむように存在する）。

第lb層に近い混合）罹で， サクザクし，しまりがない。第Ia

第IIb層：廿副灰褐色土層(II)（レンス状に入るもので， 黄褐色土粒を多く含み明るい色調を呈する。

第IIa層より， さらにサクサクし（いる）（9

第m層：暗灰黄褐色土層（第Ib, li a層と同様の混合層で，各土粒は均ーに混じっている。やや

21 



竪くしまり，若干の炭粒か入｝こ-いる 第IIa層の外固 呼胃口分{1it ;,:, Jこ

(I：げい lオ化をパ Jチ状に含み第lVa層：黄褐色枯質土層 炭東立か片「入）ごいる）。

第[Vb層：暗灰黄褐色枯Vi、上1tei Iい'}Iい！）第Ia層の影響で，黒くん心され， 第Na層より堅い土粒

が少なく，

地山は，

しまらずぼそばそしている）。

A層：灰黄褐色～暗黄I火褐色l:I員（所々汚染された所があるか，

な士粒からなる），9

B層：黄褐色粘上屠（附いf：粒をパソチ状に含む構造である）

凡本的には灰黄褐色系の砂質的

以上の層の内，第 Ia. h. c, 11 a, b, III層の上部覆土：よ．屯色 jーピ苗褐色枯質土の各士粒か細か：均

ーこ混じっだ上層で．『IIi、ーピ＇e, てぱ耕作土層に近い感 l 合〗:r ;~ 床面：こついて堆積している第 1＼叫

IVb層は，構造的｛こば地山 v□B！心に類似するものてあるか， !・位'.’)紐束が地山よりゆる<, また炭粒

を含む点から区別こア翌る 直物は， 上部の混合士層中検出のものがはとんどであるが，約1/5の資料

は第Na,b層に包合されていた。特に，

出土している()

第11図，図版7にぶした上）な剥片類の約1/3は，本層から

付属施設としては，住屈址の中央部付近の北西側と南内側から，柱穴様のものが2本みつか） （ 

いる。 SP-lは，大きさが24X22cmの不整円形を屋し， 底面は南側に若干寄っている 3 深さば18ctn

ある。南側には， 21Xl7cmの舌状の張り出しがあるし~，菜さは糾深的15cmこ層位はa -/3七 ',l ~ J / 

に示しだが． I-;t|iし1)第 1層は里色土層， 下部の第 2I,;,:,はII介褐色 j：層で， 黄褐色土と黒色 l：とが主［

ら：こ混合しだ十 I,，りこ-ある C' 第 3層としだもの：:l:,

-2 i、t, 忙1(）CIIい＇）はぱ円形を呈する小ピ）卜て，

地11ぃりB1,；炉：相当する黄褐色枯土層である'sp 

け、直から（り深さは 8.9cmある。覆上中には， 川色

土層か允填芯れ：いだ。

炉址どか焼上はみつかっていない。

遺物の分化状態は， 1つの特徴として，住居J廿の東側の壁周にそって士器片17点，判片粕l4,1圧が

比杓的士とよ・！て出上している。あとはSP-1付近を合む住居址中央付近（若干南側）と西側（頂

部）の舟），’,］にそってみつかっている

土 器（第10図l~15, 

1' 4 ~ 7の口禄部片でみると，

1' ッl I各々P-33, 

図版6B, 

P -19) は，

(［ヌ！！版 6A: P-33)。

7 - 1, 

i-、ミ-,、-

同

-I」□第6類J

桐［木ピ考えられるこ地文は，

↓ヤー刑
~
ー
｀

り
/
]

(1) イ中間と考えられ，〗

LR の中節•〖印蝿文で，表側

内側は縦（こ回直ェしだ t，ゞ「）、―,内側の縄文は，胴下半分までつけられている。

その下に円形刺突文が巡る Q ll代）＇｝幣卜．にも，地文が施

は1亘体を横国転，

部此ドには，貼付による低い肥J？盟かあり

口唇

されているが， 上部は平らな陀状の「」しで表面を引いたため地文は消え（いるぃ

の刺突文列がある部分も磨消されている c，胎上中には，小石， 砂粒を比l|1交的多く貪み，焼成はあま

りよくない。色調は， 灰褐色をJJ,]J,¥Jとし，

41ま，低い肥厚帯がつけられ（いるが，

よた，肥厚帯直下

その輪郭は不明瞭で， 1U],]かあ心

され，内面，

表側には所々すすが付着し（！且jみ，

口唇部上，肥厚閑部を貪めてRLの単節斜行縄文か施さ 9l：：し＼る

また黒斑もある，

「lか糾部ぱ平坦に整形

22 



5は， 11村部を欠損するが， 1|緑部はゆる＜外方；；fjーるようである。地文は，単節羽状縄文を，表

側は横回転，内側は縦回転している。 6, 7は，口縁部の肥犀帯部分の破片で， 6では肥匝盟の断

面形は：．角形で，肥厚帯上にt)1, Rの地文が施されているこ 7では，低い肥原帯の上部と口唇罪 I:

：こ箆状］旦による連饒剌突文っ〗克る：色鯛：ょ， 4、 Iiは表裏共灰褐色 り， 7は，表は暗茶術色で

あるか，裏祖lj：よ赤褐色を呈iる いすれも，小石，砂粒が比較的多く入り，繊維も微量含まれ（いる。

8 ~14は胴部片である。地文は，すべて LRの単節斜行縄文である。 13の器厚は18.5mmと）旱いが，
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あとは11~13mmである。

3, lSは底部）『、アある: 3は，推定底径的 9cmで， こ二巧もち張り出し， 1氏而から 4~ 5cmは，

縄文施文後，整形している。地文は， l｛L。15は，底行（ぶ，5cmの小型土紐て、やはり底面ぱ苦 fーサ！；

り出し，底面の直 I:且は整形されている，， （上野 秀一）

石器（第11図 1~19，図版 7)

本住居址からは，屯耀石製の剥片23,！!、，同削片21点， lriJ石核？ 1点，緑色泥胄ないし片岩の石斧

J)破片 3点か出士［て 1Vヽる（図版 7)

第11図 1~18は象IJ片， 19は石核？と考ーえられる資料てあう、

1 ~18は剥片の長輻指数（長さ／輻）は， 3.0~1.4まであるが，平均値2.2llij後のものが多く，

いすれも縦長剥片の範ばに入るものである 0 規格的には，長さ46~27mm, 幅23.5~ 12. 5mmのものと，

闊10mm以下 (10~8.‘□mm)，長さ 29.5~18.りmm程の幅の狭い例とに大きく分けられる。全計測可能剥

片り）長さの平均直は:・¥2mm, 幅は同様に1りnlInてあるこ

これらの剥片の内， 1では， a面右側縁にそって比較的背り高い小倒離ガi1;U, 2で：よ a面jl(IIII 

縁といlIIj縁の一部に小判離がある。また， !J, 15, 16にはこく ＾部に，不規間で，浅い小剥離かあ

るか，あとは剥取された糸Ij片のままである。

約片:')a面側の剥離面：こついては， 2ど16を除いてはい iれも剥片の最終剥収方向とすべぐ＾

致し， it賛的に同一打由から生産されだu[ii[『「を示凌してし);_j 2については，弘（＇ほぼ直交））：

反対jj向から， 16は反対方向からの剥離かある。なお， 17A-C, 18A-C 

剥片が接合した例である n

各々の 3 点の脅足 :t~

19は， h曲側に原石面を残す角礫を素材にしたもので， a出ilt側而付近に上部を打面として，縦

〗］し〗□ 且口 □ーロ□0 □:乙 7,1 6 こ二 8,19 ~9,3 こ l0, 25 ム 11 2 9 こ l2, 2 3 こ-1 3 1 0 

位[:〗□ 9口｀｀第11図 S 153遺跡('80)第 1号竪穴住居址出土石器実測図

2,1 



長的な剥片を生産しだ跡が])る cそり後，打面部分ぱ b面側から糸lj離が人れられ，剥取痕のバルプは

いずれも消失している。 a而中央から左にかけて，白抜沢で示した部分は，熱破砕に上る破担而で

ある （上野秀—^）

第 1表 S153遺跡('80)遺構出土石器一覧表
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第 5章 発掘区出土遺物

(1) ± 器 （第12~15図， 図版8A~9A)

第12-15図は，本遺跡の発掘区から出土した士器群である。大きく，縄文早期（第 I群），縄文

中期後半（第 II群），続縄文期後半（第m群） の 3期に分けられる。

第I群 縄文早期（第12図，図版8A上）

2種ある。

第 1類 (1~ 3) 

H殻文が特徴とされる 1：閻群である 0

1は，／）支状口縁で， lJ縁に一段の微協起線文かめぐり， 微降起線」工貝殻腹縁による迎統した刻

み日在付ける。微院起線 I‘̂0)胴部には， 貝殻粂痕文か横位ーに施文されている。

2 ， 3は，胴部破片で料面には横位に貝殻条痕文か施文されている。

色0周は， 淡苗褐色 (1' 3) ， 赤褐色 (2) を閑する Q 胎十．中には， i少床りを多く貪んて汀、ヽ る。＇沿

I,-iは， 7 mm内外である。

沼尻式士悩（沢1969) に類する。

第 2類 (4-19) 

組紐／［痕文，撚糸圧痕文，短縄文

が特徴的な土料群であるの施文Ig[1本，

方法の違いにより，

けられる。

(a) 

(b) 

組紐圧痕文が施文されたもの

(4 ~ 7)。

撚糸圧痕文が施文されたもの

(8, 

(c) 

9' 18) 

用いている。

さらに 3種に分

で全例RL原体を

短縄文が施文されたもの (7' 

10~14) 

(7' 

で， RL原体を用いるも

11, 14) 

を用いたもの (12, 13)とがある。

の

4, 

10, とLR原体

15~19には，地文としての斜

亀1/0 |
|
0
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第12図 S153遺跡('80)発掘区出土土器拓影図(1)

（縄文早期）
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行縄文が施文されており， RL原1本!4, 17), LR屏f本（Fi, 16, 18, 19) か用いられている c

8は，口唇上にも LR}原体を用いた縄文が施文されているハ

色調は， 4のみ黒褐色を呈し，他は淡黄褐色を堪している 0 胎土中には，全例砂粒を多く含んで

いる。器厚は， 5 -8mmである

東釧路III式上器（沢1969) そのものである。 （羽賀 憲二）

第II群縄文中期（第13, 14図，図版8B, 9 A) 

本期の資料は，大略4類に分けられるが，いすれも珊文中期後‘I'ーの所I望である e なお，第 5類ぱ

胴部および底部片を一括したものである。

第 1類 (1~ 9 J 

本類は， 「トコロ第 6類」の仲閻である 一般的特徴として， ll縁部ぱ，肥厚番かな〈ゆる〈外

密するか，肥厚帯があ＇）ても低いもので，前者の例では，［ I唇部直下から地文が施されているだけ

である。また， fll)f多刺突文ガ， 2. 5 ~ 3 cmの間隔を開けて11唇部ないし肥原常直下を巡っている。

個々し二みるど以下の如くである。

1~3は，口柑部直lヽ＾に肥雌帯はなく，口縁部が，ゆる＜外彎している例である 1は口緑部は，

ゆる＜外賛し，口唇部は，先細りに整形されている。地文は，第 1種鈷束の羽状純文で，口唇部直

下から施されている。 L]唇判：から約 1.5 cmのところこ円形刺突文がつげられー：いるが，これは竹管

状の［具で表側から内側へ突き刺した後に，刺したまま梧lりをえぐる上うに［具を回して表側U)孔

を広げている。器体の内側にはナデ痕か残る。器厚は約 0.8cm。胎土には，徽量の繊維と細かな石

粒辛砂が混じっている Q 色説］は，全（本的：こ赤褐色をしてわり，人側は，所々頃くすすけている。焼

成はよい n

2は， IJ唇部た端が，外にわすかに弧り出すが， 1］唇部上は平担で，張り出し部分， 1］唇部上も

含めて全（本に RLの糾行縄文が施されている C）口昏部から約 1.3cmの所に，先端のささくれだった

工具を使い，下の方をえぐるようにして広げだ円形刺突文がある。器r本の厚さは約0.9cmとそ〕厚く

ない。色凋は，黄褐色であるが，若干外側の）jが赤っぽい。胎tには徽量の繊維と細かな石粒が含

まれている。

3ぱ，地文は第 1種結束：こよろ羽状縄文で， D杯部は先紐けし，ゆる＜クト宵し，ペ-し l心」口辱部↑

約 1.2 cmの所に円形刺突文がつけられているが， これは竹管状のエ！！をを使い，刺してから固りを押

し広けるように回し（いる。胎士中には，小さな石粒や砂がまじり，繊紺も微似だが合まれ（いるぃ

焼成はよく，色は両面と［ I反褐色を某闊と：~'戸斤々暗赤喝色各呈し\-いる）

4, 6, 7は，貼付による低い肥厨帯が11唇部直下に巡る屯のであるこ

4は，口縁祁に勘面三角形の肥厚幣があり，そ(/)部分にも地文とlulじLRの針行縄文をつけてい

らいだだこの肥厚閤の直下の部分は，破片内では磨消された；うに位っている。円形刺突文は竹管

状のものを直予く突沢刺してつけている，器イトの厨芯約 1.1 cm 内部：．：も神文が克る。胎土！マ：よ砂や

細かな石粒かまじる。色は灰色がか・）た褐色で，全体に風化している。
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6は，肥厚帯上には， i咆状のエ具で角を土器面にあてー（横から剌してつけた連続刺突文が 2段あ

／心。また口唇部の上面も 'i‘• らにして，同様のエ具ぐつけた刺突文が連っている。隠体の原さ約 1 cm。

I冶土には小石や砂かまじり，織維も微量含まれている。色調：よ，表側は黒褐色，内部は1戻黄色で，

焼成はよくない0

7は，肥厚帯上に地文のRLの斜行縄文をつけた後，破片内では箆状のエ具で横に引いた幅広の

沈線文状の文様があるが，右端には，刺突痕が残る。また，口唇部上にも，半載竹管状のエ具によ

る辿続刺突文がある。色は，灰褐色を基凋とするが，表側は黒ずんでいる。胎土中には，細かな石

粒や砂が入っている。

5, 8, 9は， 11唇部を欠itiするが，円形刺突文か罰に巡ぐる部分の破片＼rある 0 8には，内

面にも縄文がある，，色調は， 5, 8が白灰褐色である力＼表面には所々黒斑が主るこ（）ば，暗赤褐

色を基調とするが内外面共に黒斑が誇められる。

第2類 (10-12)

本類は， 「柏木川式」 （上野1978) と仮称したグループで， 3点共棒状のエ具による刺突文が横

に巡るのが共通した特徴といえる：

10は，破片内てぱ口唇部直―ドに粘土を貼付し，器国］と段差なく全体に厚く仕 1：け， ／E1本に地文の

斜行縄文を施している なお、口唇部直下と口辱部J• およひ内面には，ナデ：1人］）整形痕が顕著であ

る。肥厚部上のナデ整形部分と地文の境付近には，角棒状のエ具による刺突文が横に巡る。口縁部

は，全体にゆる＜外彎する。 11は，破片内では，ほほ呉直に立上り，地文施又俊，口唇部血下に，

輻 8~9皿程の貼付帯をつけている。地文は斜行縄文。口唇部上には，中空の材料を半載したエ具

（ただし，悧面形は二角形状？）による深い刺突がある。貼付帯上にも，縦に刻目があるか，工具

は不明）貼付帯の下には，断面が不整円形のエ具による刺突文（刺突後右にこころもち引きながら

抜いている）が横に屈片内て 3条巡っている。 12は． D唇郊を欠損するが，賃片」．，間：こ平うな箆状

のエ具による刺突文か横に 2条ある。エ具は，やはり右に傾Itた後抜いている。地文（糾行単節縄

文）は全面に施され¥-いたと思われるが，刺突文列品分は，現在風化して判然としない。色調は10

は，赤褐色を尾し，叩い焼成であるが， 11, 12ぱ各々里樹色，白褐色で，胎I：中cり砂位分賛多く，

もろい感じである。

第 3類 (13)

1片のみである。口縁部付近の破片で，破片上部に半載竹管状工具による横走沈線文が 1条ある。

地文は，第 1種結束による羽状縄文である。表面には，カーボンか付着し，炉褐色(1)色調パ，呈する。

胎士中には，砂粒を多く合む。所謂「天神山式」ないしそれに後続する「紅鮒山式」 （上野1978)

に対比できる。

第4類 (14)

本類も， 1点のみであるが，撚りの方向の異なる地文を施こし（結束の有無は不明），その境目

に7-9mmの粘土紐を横に巡らしたもので．貼付帯の上にも地文がある。色調は，全体に白バまい

灰褐色で，胎土中には比較的多くの砂粒を含む。
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第14図 S 153遺跡 ('80)発掘区出土土器拓影図3 （縄文中期）

本資料は， 「伊達山式」か， それに後続する「入江第11I類」， 「小野幌式」 （上野1978) に対比

できるものである。

第 5類 (15~58)

15~54は胴部破片， 55~58は底部の破片である。

40点の胴部片］）地文の内，，尺：よ，

（第 1神結束） 14、'．’.i,(35%) 

LR18点 (45%), RL6点 (l5%), RLR2、1,L,1、(5%)' L
 

R+RL である。糾1旱は， 16~18mmの厚い例(、 15, 38, --15) もあるが．

lO~ 13mmのものか主体を占める。色調は，灰褐色ないし明駈褐色を

基調とする。胎上中には，小石粒，

図示した 4点の底部片は，

（田村

第III群

砂を全体に比較的多く含む。

いず、れも軽い張り出しがある。

続縄文期＼第15図，

微隆起線文，特殊縄文，

図片 8A1:i 

美智子）

列点文が特徴とされる1：器群である。い

ずれも後北C』:i謡の諸特似を，強く有している！：器群で克る。
徴隆起線にて区画し，中に特殊縄文を施す，

文に沿って列点文を施す。

さらに帯状の特殊縄

摯口［
釦＼醤4:
讐！j囀’°6 』

5cm 
1 | 

第15図

列点文は， 三角形状をなすのが許通であるが (2, 3)' 爪形

S 153遺跡('80)

発掘区出土土器拓影

図(4)（続縄文期）
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(1 J,'I':載竹管・ド］形刺突具 (4) が用いられた例かある。

り， 6は，胴部破片でLR原体の紐屯縄文がみられるし9

色調は，暗褐色 (2) ，茶褐色（ 3)' 他は全て淡黄褐色を呈する c

胎土中には例外なく砂粒を多斌に合んでおり，雌厚は 7mm内外である。 （羽賀 ：も・ニ）

(2) 石 器（第16, 171‘又l．図I坂9B, 10) 

本遺跡の発掘区内からは，系員数51点の石器類か出土している。悩種としては，石鏃， :Yi虚舌， Ilf]面

加［石悶のオ成品，掻器使用痕の土る剥片，判片石核， ilt石，｛i斧（未成，品），石錘，石皿なと

かある。発掘区内から出tした上器は，縄文早期，続縄文甘月末の資料か若干虎るか，主体：ま罷［中

期後半の土船群で，石器群も，縄文中期後半に伴出した例か主体を占めると考えられる。石佑に関

しては第 3表に1l)i記し¥’ある Q

石鏃 (1~41

4本の石鏃がみつかっているが，尖頭部先端の破片のため形状が伺いikuれない例を除くと，（1）狭

Kなタイプと(2)無生のタイプ(/)2種ある。

前者：t, 1, 2の資料で， ］は呈音尉則合， 2：よ尖如渾側を欠拓ずる。素材は，共に入念な両面調

整が入っているため明らかではない 調整剥離It, 押庄剥離と考えられ，狭長な剥離が，石器中央

部付近まで逹する例が多い。全体形は， 1 でみると尖頭部先端は先鋭に仕上げられ，下半は破I\•内

ごは，両測縁ははほ平行している。 2は，破片名［かゆるい膨らみをもつ程度で， ド端までゆるい

角度一—一ほぼ両側浅平行する上うに仕上げられ．埋郎は若十欠担ずるか，丸昧をもって柊っていた

と思われる。

後者のタイプは， 4の 1例のみで，全長39.5mm, 最大輻18mmの大型の無茎鏃である。尖頭部も長

＜幅以で，基底邸のえくり屯菜く，石紅たの可能性もある',索材は，が明()

3は，柑定される欠捐部側の側緑の形状はやや開ぎ気昧とも考え r）れるか，調整ぱ入含な押圧剥

離で，剥離痕は所々縞状に入っている所から(1)のタイプの石鏃の可能性がゆい。

¥l)しT)タイプの石鏃は，縄文早期に持徴的に伴う「長茎鏃」，「狭長鏃」の仲lh1と考えられ，石刈鏃文

化との関連が考iられる（ー［野197̀]）S 

石話（先） （5 ~ 8) 

5は，蝕質頁岩製，他の 3点は黒耀石製である。 5は，現存長59.5mm, 同最•大輻22.5mmの大刑品

で，尖頭邸先端左 a面からみて右間（面）豫は，熱破砕て鼻1Jれとんている。柄郡およひ尖如部は，

共に長く，浅い逆刺がある， 6, 7は，尖頭部先端を欠く 6け，柄部端と拮底に：よ原石面かある

柄部は太いが逆刺は比較的強い。 7は， a面 lヽ・部に原石面を残l, 逆刺は弥くはないc 柄部端は尖

る。 8は）ミ頭音I；尤端と柄部端およひa面l右の逆刺部を小破損し（いる。柄部およひ尖即部は， 6, 

7例に比へて細身で主る c

なお， 20は，最終的には掻器として jり加工されているか、形状，調整加工からみて本陪種〇柄部
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破片を利用した可能性か強い。

両面調整石器（未成品，破片） (9~17) 

9は，縦長的な剥片を用い， 111Ij面に平担な剥離謁整を加え，下端に尖頭部左作出し＼r いる t,(りで，

上部は欠損し¥.1,lる3

l(）は，厚手の剥片を利用し，両面に調棺を加え，石鏃状の形をつくろうとしているが． bi(llおよ

び a血の側奇苓閏整は，索材か馬＇ 1¥だめ iこ，端部はしけすれ tヽtepfr冨 ture を起してし、つ。また， a 

面左上は欠iHiるが，た頭部を作出以前に欠損したものの n［能性か強い。

11ば，良炉し！）原材を川い，人とな両皿高］整を迎こしてい心。 □1鷹か丸II才［を帯ひ，'―いる、点から石
鈷などの比齢的幅のある器種の柄部破片の可能性が強いの

12ぱ， ナイフ状石閤］か石棺:入どの大叩1の両面闊整石器しり破片て克るっ訓整は，乎れしな象嘱『か伍話

中奥付近まで達した人念なものである C9

B~l5は．素材江対する調整剥離の入け方とか，形状からみで．石括グフスの両阿調整イ！ ：;:;の半

製Illl', （未成品）と考えられるものである。 13は，図上部在大きく欠損し， a面下部には原伝面か幅

広く残る。また， b面の大ぎく素材表面を取り夫っだ糸Il雌も，ゞlcp fracl1ire状、一充るーよだ， b 

血ん測面は， missblowによって，大きく割り収られた部分とも者えられる。 14は，晶千(j)放多く

人）た黒耀石を利）tlし，両血に比較的大ぎい剥離を入れ形状を整えようど'-ているか， a [1，1|中央Cり

叫まりは，最終的に森去できなかったようで， a 面石1\IIj縁から U)剥離0) 雌＇，｝部は共 {.~step fracture 

を起こし終っていな3 図上端は欠抄し 15は両Ihiに粗いilij整剥離か入っているが，鼠終的:.:b面右］-

：こ残る節瑾面に託いて破拓したため破譲さわた資料と各えらわつ。図l汀面には， ｝角形状に尖頭部

か作出されているF)「からイ直古先のような石糾を製作することん、紅図していたのであろうか

16, 17は，委員似り惰円形を呈 'vた点料で克心 C 16：ヽ：：：，屎材J)長皮を剃いた剥片を用い．両面に粗

い剥離を人れたもので，索材にやや1吊味があったためか，剥離は随所で，軽いゞいpfracture を起

こし，恥終的には沿体は人ぎく：よ誡しられ:いない 17も， h面左からド端；こかけては， stepfrac 

-ture を起こしている 0 しかし， a面下ii|；両側の側縁調整（t, 比齢的整然と人っている Q この/1l,j

貨料は， これ自且ピエス・エスキーユのような石器ピいうよりも，やぱり石i蒻年の未威晶の可殿It

が高いと芳えられる。

掻器 (18~3())

18は，上下端を欠損するが，所，i|l|石箆」 U)1中間に人る資料である。 a面側にpatinaの占い索材

面を残j厚手の縦長剥片左！甘い， a而両側名吠り背のぶ＇iい剥離を入れ，梼1札面形ガ合形：こf士I.げてい

る。また， b 面イ 1測縁にも沿厚を誡じるためか粗い糸ll離が入•) (いるか端部ははとんどstepfrac 

-ture を起こし（いる。硬質頁岩製

19は，刃音叫砂］の破片<, a面J）下端は」し蚊的長Hの平坦な剥離がヽIl9エび， 刃詠はゆる＜弧を描い

ている。また。， b面IIfij側縁にも剥離 (inverseretouch) かある c h小質頁岩製

20ふ入念左両面調整J)石器て，瑞部にはメJ角0)砂い調整剥離か入）ている。柄部側は：一角形に

尖っている。よた。 b rtri側の剥離痕の稜は，やや／封滅した状態を里し e-いる c 木資料は．前述しだ
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ように石鈷先の柄邸破片を再加工した資料の可能性がある c

21は，やや原味のある幅広の剥片を利用し， bulbの高まりの強い b面側を表として， al面側から

両端部に背の高い判離を人れた doubleend scraperの一種である。なお，似l卜．部の刃縁は磨滅状

態である。

22ふ厚手の幅広剥片を利用し， a面の図ド部に背の扁い調整剥離を加えたもので， a面左側面

は欠損している。

23は，柄部を糸l1]身に1lー上げたもので，刃部から柄部にかけて背の高い剥離が，ほぼ↑！存］に亘って

施されている。刃縁は弧状を描いている。

24は，薄手の縦長的刻片を用い，索材端部側に弧状の比較的 flatな刃部を作出したものである。

25~28は，小型の判片ないし削片を利用した掻器である。 25では，両側縁から下端にかけて剥離

があり，刃縁は弧状である。 26は， a面下端側の背が高く，比較的長目の剥離を入れ刃部としたも

ので， a面両側縁の一部にも不規則な剥離がある。 27は，下端には細かな使用痕と側縁の一部に剥

離痕があるのみの例である。 28は，一次剥離面側の両側縁から F縁にかけて，短いが背の高い剥離

が巡るり

29は，末広がりの不整形の剥片の a面のほぼ全国に，使用衰的な短かく不規則な剥離かある。

30は，やや厚手の幅広剥片の下端側に直線的に長目の剥離を入れ刃部としだものであるこ， a面側

には幅広く原石面が残る。

使用痕のある象lj片および削器ほか (31~41)

31は，縦長剥片であるが，古い段階に下端を欠損している。全体に patina は古く， a面の剥離

の稜は磨滅状態である。なお，側縁に沿ってある小剥離は，最近の欠損である。

32は，やや幅広の縦長剥片であるが，上端 (bulb側）は欠栢すら両側縁に，刃こぼれ状の不規

則な微細な剥離，下端に背の高い剥離 (a面左側）とりこほれ状の剥離（同右側）とがある。

33は，狭長な縦長剥片のa面両側縁に背の高い闊整剖離があるもので，下部は欠損。削器の一種

と考えられる。

34は， bulb部分の破片で， a面両側縁にそって背の高い訓整剥離があるが，剥片の形状は下端に

行くに従い拡がる傾向がある。

35は， a面に原石面を残すやや輻広の縦長剥片を用い， a面右側縁に flatな剥離が並ぶ。 bulb側

は欠損。

36は，狭長な縦長剥片の a面左側縁にそって，やや背の高しヽ剥離がある。

37は，硬質頁岩製の横長剥片で，側縁の所々に刃二ぼれ；1）＜(}）不規則な小剥雌がある。

38も，横長剥片であふ b面左の旧打面部分：こは， punchholeの跡が幾つかある-図上下端の両

憫縁に，刃こぼれ状り戊く不規則な剥離が認められる 3

39は，晶子が数多く入った黒耀石を原材とした，不整形の縦長剥片で， b面上部には， bulbの高

まりを除去する剥離が入り，また下半の側縁にも不規則な剥離が所々に認められる。

40は，縦長的剥片の a面左側縁に，やや背が高く不規則な剥離がある。下端は欠損。
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41は，やや幅広の剥片の側縁に，

-ingをうけたように細かな傷がつき，

刃こぼれ状の細かな剥離が不規則にあるもので， 表裏共に roll

patinaは原くみえる。

剥片石核 (42~45)

42~45の4点は，剥片石核と考えられる資料である。

miss blowか意図的にかは不明であるが，石核の剥離面を大きく剥ぎとった剥片である。

a面側に示した面は，上面を打面として縦長剥片を生産した痕が4枚残っている。

42は，

43は，節理面に沿って割れた資料で， b面側は原石面で， これを打面として， 最終的には鋭角の
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（ただし， 50は第3号ピット出土）
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角度で， a面側から剥片を生産している。

44は，最終的には， b面上部に示した大きな剥離面を打面として， a面側から剥片を生産してい

るか，小さい剥片しかとれていない0

45は， a, b両面中央に残る大きな剥離痕は，剥片を生産した跡と考えられるが， a面両側縁と

b面右側縁にある細かな剥離は，その後に入れられたものである。最終的な，本資料の器種を決定す

ることは難しいか， a面左側縁の鋭利な部分を刃先とした楔状石料（ピエス・エスキーユ）とも考

えられる。

砥石 (46,47) 

46, 47は，各々凝灰岩，砂岩製の砥石である。共に欠損部分が多く，本来の形状は伺いしれない。

石斧（未成品） ？ （48) 

48は，緑色北岩の扁平棒状の河原石で，その長軸側縁に敲打剥離痕があるだけである。研磨痕は

ない。これ白身，角を利用した敲石であったのか，石斧の未成品であったのかは判然としないが，

贔灼了痕が，全体にあり，特に集中するのは a面左側中央付近のみである点と縁部の凹凸が激し<,

平坦になる程使われていない点から，後者の石斧の未成品の可能性の方が高いのではと考えている。

石錘 (49)

49は，砂岩製の扁平な河原石を用い，両端に紐かけ用の凹みを剥離によってつけたものである。

重量は， 81g。なわ，上下の側面は敲打具として用いたためか，面が平担になるまで磨滅状態にな

っている。

石皿 (51)

51ぱ，石皿の破片て，厚さは約11cmある。図示面は主要な使用面と考えられ，若干凹んでいる。

反対の面は一部llJJんだ所には原石面を残すが，凸部はほぼ平担である。しかし，面には細かな凹凸

がある。側面は，原石面のままの部分と大きな剥離が及ぶ部分とがあり，下底面と接する部分の縁

辺（角）は，可平担に擦り減った状態になっている。 （上野 秀一）
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結 語

以上，昭利55年度に調査した S153遺跡について成果を報告してぎた。

今次調査地区は，前回土城（煤）と溝状遺構が数多く検出された調査区（加藤編1976) とは違い，

5某の士墟， 2桔の溝状遺構と竪穴住居址が1軒みつかっただけである。

上壊については，墟内出土資料から，時期が判断でぎるのは第 3号ピ；卜だけで‘，その時期は「後

北C2-D式」期である。竪穴ft店址は， l木面ないし／木面直 1：出土の半完形土料から判断して，所謂

I lヽ~]口第 6 類J 期の所産と考えられる。ただ，炉址（ないし焼七）とか柱穴といったものは明確

な形ではみつかっておらず，また壁および床血の検出が極めて困難であったため，その‘r面形につ
いてもイ＜明確な部分があった。伺様な例は，野幌丘陸および月寒台地 I:（白石神社遺跡， S267 ・ 

268, S 265, S 255遺跡ほか）と紅葉山砂丘 (N293, N 309遺跡）でも検出されており，その時期

は縄文中期中葉から後半がほとんどで，特に「トコロ第6類」のグループが多い。

遺物については，資料点数が少なく，特徴をつかみ切れないが，縄文早期と続縄文期の土器が若

干例あるが，その主体は縄文中期後半の資料である。すなわち， 「トコロ第6類」と「柏木川式」，

「天神山式」，それに余市式系の士器が若干数ある。

ところで，本遺跡を含めて市内域の各遺跡からは，この縄文中期後半の土器が，必ずといってよ

い程，普遍的にみつかっている。このことは，逆にこの時期に人間集団の活発な動きがあったこと

を間接的に証拠だてているように考えられる。石器群の組成でみても，後半期は道内全域にわたり，

石鏃，石匙，掻器，石皿，擦石の数が減り，不定形剥片に簡単な二次加工があるものが多いだけに

変化する。住居も，前述した例のように定形的な形態や明確な炉址，整然たる配置をした柱穴を伴

う例は稀である。この流れは，道内のみならず各地様相を変えながらも，全国的規模でみとめられ

る。この点について，安田喜憲 (1980)は，狩猟・採集社会のゆきづまりに原因があり， 「豊かな

自然の恵みの下で発展した文化も，人口増加に自然の再生産が追いつかず，ついには崩壊した…。

そして，こうした自然と人間のかかわりの予盾に拍車をかけたのが，気候の変化ではなかったか。」

(p. 164)と述べている。道内各地の花粉分析の結果をみても，約3,700~4, 000年前を境にして，気

候が冷涼化しはじめたといわれる（五十嵐・熊野1974)。

そして，関東，東北地方，道南西部の太平洋側では，次の縄文後期の段階に入って貝塚が著しく

増えるが，これらの貝塚がつくられた期間をみても，中期後半の段階から後・晩期へと引ぎつがれ

た遺跡が多く，結局縄文中期後半期の胎動は，縄文後期的社会への変質過程とも解釈できるかも

しれないQ (卜←野 秀一ー）
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第3表 S153遺跡('80)発掘区出土石器一覧表

規 格
挿図番号 器 種 名 石質 備 考

長さ 幅 厚さ巾ー歴

mm mm mm 

(0.5) g 16-1 石 鏃 (25.0) (8.0) (2.0) Ob. 狭長

2 石 鏃 (26.0) (1 (）. 5) (2. 0) (o. 7) Ob. 狭長

3 石 鏃 (10.5) (6.5) (2.0) (0.15) Ob. 狭長？

4 石 鏃 39.5 18.0 4.0 2.0 Ob. 無茎

5 石 鈷（先） (59.5) (22.5) (8.5) (10. 7) H.S. 

6 石 鈷（先） (50.0) (26.0) (7.0) (7.5) Ob. 

7 石 鈷（先） (47.0) (21.5) (6.5) (5. 5) Ob. 

8 石 鈷i先） (47.0) (18.0) (6.SJ (4.2) Ob. 

， 両面調整石器 (18. 5) (15. 0) (3.0) (0.6) Ob. 破片
10 両面調整石器 (23.0) (14. 0) (6.0) (1. 9) Ob. 破片

11 両面調整石器 (28.0) (11. 5) (4.0) (1. 7), Ob. 破片

12 両面調整石器 (21.0) (30.5) (8.5) (5.8) Ob. 破片

13 両面淵整 1-i 器 (32.5) (28.5) (9. 5) (8. 9) Ob. 破片

14 両面調悴石器 (51.5) (24.5) IB. SJ i I (13.1) Ob. 破片

15 両而調杞石器 (49.0) (26.5) I 8.;内） (9.9) Ob. 破片

16 両面調整石器 34.5 21.0 8.0 6.0 Ob. 楕円形

17 両面調整石器 31.5 19. 0 7.0 4.8 Ob. 楕円形

18 掻 器！I （53.0) (33.0) (10. 5) (24. 7) H.S. 「石箆」

19 掻 器 (23.0) (32.0) (8.5) (6.3) H.S. 

20 掻 器 31.5 16.5 7.0 2.9 Ob. 石鈷（先）を再調整？

21 掻 器 39.5 32.0 6.5 12.4 Ob. ダブル・エンドスクレイパー

22 掻 器 (32.5) (35.0) (10.0) (13. 5) Ob. 

23 掻 器 31.0 26.0 9.5 8.3 Ob. 

24 摺 器 32.0 23.0 5.5 3.2 Ob. 

25 掻 器 15.5 14. 0 4.0 1.4 Ob. 小 土汗IJ

26 掻 器 24.5 15.5 5.0 1.8 Ob. 小 土汗IJ

27 掻 器 21. 5 19.0 5.5 2.2 Ob. 小 土チIj

28 掻 器 14.5 18.0 5.0 1. 2 Ob. 小 土汗1J

29 掻 器 33.0 36.5 7.0 6.2 Ob. 

30 掻 器 28.5 41. 0 10.5 10.6 Ob. 

31 使用痕のある剥片 (39.0) (22.5) (5. 5) (5.4) Ob. 

32 使用痕のある剥片 (28.0) (26. O) (7.0) (5.9) ob. 

33 使用痕のある剥片 09. 5) (12. 0) (3.5) (1.1) Ob. 
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規 格
抽図番号 器 種 名 伍質 備 考

長さ 輻 厚さ 重惜

16-31 使用痕の§，る倒片- (19. O) ,，1 4. ] ！ (4.0) (1. 2) Ob. 

35 使用痕のある剖片 (34. 0) (21. (I I (5.0) (4.．口｝ Ob. 

36 使用痕のある剥片 30.5 11. 5 4.0 l. 6 Ob. 

37 使用痕のある剥片 (42.5) (22.0) (5.0) (3.8) H.S. 

38 使用痕のある判 I'，̂ 55.0 21. 0 8.0 8.8 Ob. 

州 使用痕のある判片 62.5 4 3. I~) 10. 0 24. 3 (lb. 
： 

17-40 使用痕のある剥片 (25.S) (19. () I (6. SJ ! 2. 5) Ob. 

41 使用痕のある判片 36.0 28.5 9.0 6.4 Ob. 

42 刻 片 石 核 32.0 20.5 12.5 7.6 Ob. 

43 剥 片 石 核 27.5 27. S 23.0 8.7 Ob. 

44 刹 片 石 核 23.0 3(). 5 I ＇ 22. 0 13.8 りb.

45 剥 片 石 核 23.0 24.0 13.0 6. 5 Ob. ピエス・エスヤーユ？

46 砥 石 (68.0) (51.0) (14. 0) (86.0) Sa. 

47 砥 ィ］ (59.0) (36.5) (26. 5) (45) Sa. 

48 石 父斤 ・） 84.5 33. 0 12.5 55.0 Gre.-未完成品？mu. 

49 イ1 錘 ti4. 0 65.0 12.0 81. 0 Sa. : 

50 掠 ィ］ 164 236 58 3320 And. 第3号ピソト堀底面

51 イi 皿 (129) (165) (111) (3650) And. 破片
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図 版

土 器 縮尺％

石 器 縮尺％（剥片石器）

縮尺％（礫石器）
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B S 153遺跡('80)発掘区出土土器(2)（縄文中期）
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